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はじめに

　本学は、平成 5年、「人間尊重と福祉の増進」を建学理念として開学した。

その後、平成 19年に、独立行政法人化し、新たに「人間・社会・自然の関

係性を重視して実学を創造し、社会に貢献する」を教育研究理念として設定

し、自主的・意欲的な運営を行っている。

　特に、本学は、深い教養、高い専門性及び豊な人間性を備えた人材育成を

目指して、平成25年から始まった第2期中期計画において、教養教育の充実、

グローバル化、戦略的な地域貢献の推進の 3つの運営方針を策定し、その

具現化のため、本別冊資料集に示したように大学全体の取組ならびに学生が

参加する取組を推進している。

　以上の３つの運営方針を教育面において強力に推進するため、本学は組

織改編をはじめ各種の制度改革を短期間に実施した。一例を挙げると、平

成 26年度後期に大学教育開発センター及び国際交流センターを新設し、３

つの運営方針に沿って多面的に調査研究や教育の質の改善に向けた企画立案

を専門的に行う教職協働の組織体制とした。平成 27年度からは全学教育研

究機構を共通教育部と改め、平成 25年度より準備した新たな共通教育カリ

キュラムをスタートさせた。さらに社会連携を教育面において推進する手だ

てとして COC+ 事業を念頭においた取組を最重要課題とする地域連携推進セ

ンター、情報インフラやコンテンツの円滑な活用を推進する情報基盤活用推

進センターならびに本学の弱点であった学外への情報提供を強化する広報メ

ディア開発センターを新設した。

　大学プレゼンテーションのうち、FD研修事業は、本学の構成員が今日の

大学改革のトレンドを認識共有しスキルアップを図るための大学教育開発セ

ンター主催事業である。次に平成 21年度からスタートした教育力向上支援

事業では、運営方針に沿って全学共通の横断的な課題取組を新たに加えるこ

ととなった。さらに平成 27 年 9月に採択なった COC ＋事業の計画は、衆

知のとおり地域貢献人材の育成と地域定着を目的としたものである。

　学生プレゼンテーションでは、本学の専門分野におけるグローバル化に

ついてその嚆矢となる海外スタディツアー体験や、政策提言が課されるユ

ニークな総社市インターンシップ、さらには福祉の心を学ぶ体験としての

AMDA 東北大震災復興ボランティア、ならびに地域の子育て支援を活動の

一環とする保健福祉推進センター支援のチュッピー広場の活動が報告され

る。今後の課題はボランティア精神の涵養と学生の主体的活動支援である。

　以上の何れもが、新たな取組あるいは既存の取組の新たな展開をみせる一

方、緒に就いたばかりであり、その効果の検証やこれに基づく改善をまたね

ばならない。ご高覧いただき、ご支援を賜りたいところである。

平成 28年 1月

岡山県立大学長

辻　英明
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①	大学教育開発センター	FD 研修事業について
　本学の全学的 FD活動は平成 19年度の法人化以来進めてきた「相互授業参観」及び「FD研修会」で構成され、何れも年 2回実施さ

れたが、前者においては結果の活用が個別的で共有しにくい課題、後者においては授業法に特化したテーマ設定の狭隘さからくる課題

があり、かつルーティン化の状態が続いていた。以上から、より幅広い視点により本学教育の改善を巡る調査研究と企画立案を担う大

学教育開発センターを平成 26年度後期に設置、今日の大学教育における諸課題やトレンドを取り込むべく FD活動の活性化に向け準

備した。このうち FD研修事業について、センター 6部会（FD・教育評価・アドミッション・共通教育・学生支援・キャリア形成支援）

の担当分野に関連する「FD(・SD) 研修会」「教育開発講座」「ワークショップ」を活発に企画実施している。

　田内 雅規（大学教育開発センター長）

②	岡山県立大学	教育力向上支援事業について
　平成 21年度に教員における教育の質の改善を目指すための競争的資金として教育力向上支援事業が創設された。平成 27年度事業

としては申請のあったもののうち 21件が採択された。採択の方針としては全学的取組や学部学科横断的な取組を優先的に扱うことと

している。平成 26年度までと異なる傾向として大学教育開発センターの部会発案事業として「キャリア形成支援を目的とする教育体

制整備に関する調査研究」( キャリア形成支援部会 )、「高校生のための大学授業開放」（アドミッション部会）等が加わっている。前

者はOBOG を招聘し在学生向けの講演及び交流を行う「県大吉備塾」の実施・評価へ具体化され、後者は今日的テーマである高大接

続の取組として実施され、成果とともに課題抽出が進められている。また学科を越え専門分野における社会的ニーズをふまえ、学部生

のキャリア形成に活かすべく取り組む「岡山県立大学に適合した保健・医療・福祉の多専門職連携教育プログラムの開発」（保健福祉

学部）など、本学の特色を生かし連携的に取り組む事業が含まれている。

　吉原 直彦（学生部長）　山下	広美（キャリア形成支援部会長）　高橋	吉孝（アドミッション部会長）　中村　光（保健福祉学部教授）

③ COC+「地域で学び地域で拓く ’ 生き活きおかやま ’ 人材育成事業」計画について
　教育における戦略的地域貢献について、地＜知＞の拠点大学を目指す本学は、平成 27年度文科省 COC+ 事業に申請し 9月に採択を

受けた。そこでは社会連携科目群（共通教育科目）及び幾つかの専門科目で構成される副専攻カリキュラム「岡山創生学」を設置、協

定を締結する県内 4市をはじめとする自治体に学外コモンズを設置し「地域協働演習」等の社会連携科目を展開することとしている。

またキャリア教育の視点からは、地域産業界と連携し地域に根ざす人材の育成を期してマッチングシステムの共同開発に臨むほか、長

期インターンシップの充実を図ることとしている。これらの教育事業を効果的に推進するため、本学は平成 29年度よりクォーター制

に移行すべく準備を進めている。

　渡辺 富夫（地域共同研究機構長［COC+ 取組担当］）　佐藤 洋一郎（地域連携推進センター長）

（１）大学による取組みについて
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①	アデレイド・スタディツアー（異文化圏における専門分野の学び）	
　本学では教育のグローバル化が緒に就いたばかりであり、留学生受入・派遣いずれも実績としては少ない状況にある。平成 26年
10月に開設した国際交流センターを介して専門分野における異文化交流にいち早く取組んでいる保健福祉学部のアデレイド・スタディ

ツアー。平成 26年度にその先陣として自主参加した栄養学科学生の取組を学生自ら紹介し、今後に向けた成果等について報告を行う。

②	総社市インターンシップ（地域の学びと提言活動）
　本学との連携交流協定に基づき平成 21年度に開講された総社市インターンシップ。授業科目（夏季集中）ではあるが、平成 23年

度からは単なる市役所業務の体験に留まらず、その最終段階における成果発表において、学生から行政に向けた具体的な「政策提言」

を行う取組が追加された。その結果、優秀な提言のなかからこれまで市の施策に活かされたケースも４件ある。平成 27年度の成果に

ついて履修した学生の代表により報告を行う。

③	AMDA東日本大震災復興支援ボランティア（福祉の心の学び１）
　「人間尊重と福祉の増進」を建学理念とする本学と AMDAとの連携交流協定に基づく、平成 27年 9月実施の東日本大震災復興支援

ボランティア参加報告である。天災に殆ど見舞われることのない岡山県にあって、	学生における様々な被災地ボランティア活動は、刮

目すべきことの連続であったに違いない。日常と非常をともに体験することにより、非常時における福祉の精神の発揮ないしは涵養に

ついて、参加学生が学び取った内容について報告を行う。

④	チュッピー広場（福祉の心の学び２）
　本学の保健福祉推進センターが企画・主催する県大そうじゃ子育てカレッジにおいて、毎年学生が参加するチュッピー広場。平成

27年 8月には「OPU子どものためのアートパフォーマンス」と題して未就学児と保護者 40組を対象として劇・うた・ダンスなどを

披露した。その成果と正課学修へのフィードバックについて報告を行う。

（２）学生による取組みについて
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